
　本来は専門的な病気の検査や治療を担当するはずの大病院に、軽微な病気の患者が
あふれ、医師はその治療や対応に忙殺されて、医療ミスのリスクが高まっています。
　こうした状況を改善するために、国では数年前から、大学病院などに紹介状なしで初診
でかかった場合、患者から5,000円以上の定額負担を徴収することを義務づけました。
10月からは、金額が7,000円以上に引き上げられ、対象となる病院も拡大されます。 

誰もが「かかりつけ医」をもち、まずはかかりつけ医に診てもらい、
必要に応じて「紹介状」をもらって大病院へ…という流れが患者にもメリットが多い受診の仕方です。

大学病院などの特定機能病院と、一般病
床が200床以上の地域医療支援病院
（かかりつけ医を支援するなど、地域医療を
支える能力と設備構造をもつ病院のこと）。

特定機能病院と一般病床200床以上
の地域医療支援病院に加え、一般病床
200床以上の「紹介受診重点医療機関」
も対象になる。これは、ほかの医療機関
から紹介される患者の治療を主に担う
医療機関を指す。 
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